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思
い
も
よ
ら
な
い
追
分
会
副
会

長
の
就
任
で
し
た
。

　

浅
学
非
才
の
私
を
、
全
国
的
に

も
有
名
な
江
差
追
分
会
の
副
会
長

に
推
薦
・
決
定
し
て
頂
き
ま
し
た

副
会
長
の
就
任
に
当
た
っ
て
…
…
…
…
…
…
…  

江
差
追
分
会
副
会
長　

馬
川
政
紀

第45回大会ポスターデザイン写真

師
匠
初
め
理
事
・
支
部
長
・
会
員

の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
六

年
間
江
差
追
分
会
事
務
局
長
の
仕

事
を
さ
せ
て
頂
い
た
お
陰
で
多
く

の
師
匠
・
支
部
長
・
会
員
と
の
触

れ
合
い
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
と
同
時
に
江
差
三
下
り
会
の

幹
事
長
を
勤
め
さ
せ
て
頂
い
た
お

陰
に
よ
り
、
更
に
そ
の
触
れ
合
い

の
輪
を
拡
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

江
差
生
ま
れ
の
私
に
と
っ
て
、

追
分
を
愛
す
る
気
持
ち
は
誰
に
も

負
け
な
い
つ
も
り
で
お
り
ま
す

し
、
多
く
の
会
員
と
の
触
れ
合
い

は
私
の
大
切
な
財
産
で
も
有
り
ま

す
。

　

現
在
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
追
分
会
の
副
会
長
と
し
て
、
今

後
の
追
分
会
を
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
私
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

こ
の
紙
面
で
は
申
し
上
げ
る
事
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
当
面
本
年
の
第

四
十
五
回
記
念
大
会
を
成
功
さ
せ

る
事
と
、
私
が
追
分
会
事
務
局
長

の
時
に
現
事
務
局
長
等
と
発
想

し
、
現
在
も
継
続
し
て
い
る
「
追

分
セ
ミ
ナ
ー
」
の
充
実
・
発
展
に

努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

追
分
会
員
の
皆
さ
ま
、
新
参
で

す
が
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



　

最
近
民
謡
界
の
傾
向
と
し
て
新
会
員
の

加
入
が
停
滞
気
味
で
、
会
員
の
高
齢
化
が

進
み
、
追
分
会
に
お
い
て
も
本
年
一
般
と

熟
年
の
会
員
比
率
は
一
般
四
七
、七
七
％

（
前
年
四
九
、七
五
）、
熟
年
五
二
、二
三
％

（
五
〇
、二
五
）
と
熟
年
に
進
行
し
て
い
る
。

　

大
会
の
出
場
総
数
は
三
日
間
の
日
程
で

三
五
〇
人
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
範

囲
で
昨
年
か
ら
検
討
さ
れ
た
方
針
に
よ
り

出
場
枠
が
調
整
さ
れ
た
。

一
、
推
薦
枠
支
部
数
の
二
分
の
一

　
　
　
　
　
　
　

ー
七
七
人
（
変
更
な
し
）

二
、
一
般
出
場
ー
一
五
二
人
（
前
年
一
九
二
）

三
、
熟
年
出
場
ー
一
二
一
人
（
前
年
八
一
）

　

出
場
枠
は
平
成
十
七
年
度
の
割
合
を
基

準
数
値
に
し
て
調
整
し
て
い
る
。

　

決
選
会
の
出
場
は
一
般
五
〇
人
、
熟
年

二
〇
人
で
変
更
し
な
い
。

　

熟
年
層
の
増
加
が
更
に
進
行
す
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
熟
年
の
年
齢
構
成
を

六
五
歳
か
ら
七
〇
歳
の
範
囲
で
繰
り
上
げ

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
今
後
の
課
題
と
し
て

論
議
さ
れ
た
。

平
成
十
九
年
度
総
会

第
四
十
五
回
全
国
大
会
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
計
画

事
業
規
模
は
前
年
並
み

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

　

平
成
十
九
年
度
予
算
総
額
は
三
、

一
七
七

万
五
千
円
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
規
模

と
な
っ
た
。
町
よ
り
支
援
さ
れ
る
補
助
金

四
六
〇
万
円
、
追
分
会
館
の
窓
口
委
託
料

三
七
八
万
円
も
前
年
と
同
額
で
あ
る
。

　

支
出
も
前
年
と
ほ
ぼ
同
じ
事
業
費
を
盛

り
こ
ん
で
い
る
が
、
本
年
は
第
四
十
五
回

記
念
大
会
の
た
め
全
国
大
会
や
そ
の
他
の

事
業
費
を
節
減
し
て
記
念
大
会
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
二
百
万
円
を
捻
出
し
て
い
る
。

　

記
念
事
業
は
五
年
ご
と
の
節
目
に
行
わ

れ
、
従
来
は
町
補
助
金
に
依
存
し
て
い
た

が
、
自
治
体
改
革
で
補
助
金
が
圧
縮
さ
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
は
出
来
る
限
り

自
主
運
営
す
る
方
針
で
事
業
が
計
画
さ
れ

た
。
な
お
記
念
事
業
は
、
当
面
の
課
題
で

あ
る
指
導
者
と
後
継
者
の
育
成
を
テ
ー
マ

に
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
演
出
す
る
方

針
が
承
認
さ
れ
た
。

　

昭
和
十
四
年

江
差
町
新
地
に

生
ま
れ
る
。

　

生
家
は
新
地

花
街
で
料
亭
を

経
営
、
戦
時
中
食
堂
に
転
業
す
る
が
、
幼

い
こ
ろ
は
唄
や
芸
の
環
境
で
育
つ
。

　

昭
和
三
十
一
年
高
校
二
年
生
の
と
き
、
江

差
高
校
追
分
部
の
創
設
に
か
か
わ
り
、
卒

業
後
二
十
二
歳
の
こ
ろ
若
者
た
ち
の
追
分

グ
ル
ー
プ
若
葉
会
に
参
加
し
て
歌
い
始
め

る
。
第
二
回
江
差
追
分
全
国
大
会
か
ら
出

場
、
以
来
七
回
挑
戦
す
る
。

　

料
亭
経
営
の
母
が
江
差
三
下
り
の
歌
い

手
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
三
下
り
を
習
い
始

め
、
昭
和
三
十
六
年
江
差
三
下
り
保
存
会
に

加
入
、
三
十
八
年
か
ら
教
育
委
員
会
成
人
学

校
三
下
り
講
座
で
歌
い
始
め
る
。
四
十
八
年

に
事
務
局
を
担
当
、
以
来
三
下
り
保
存
会

の
普
及
運
営
に
か
か
わ
り
事
務
局
長
、
準

師
匠
、
師
匠
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

昭
和
五
十
八
年
江
差
町
商
工
観
光
課
長

に
就
任
し
て
か
ら
追
分
会
事
務
局
長
を
六

年
間
務
め
る
。
平
成
十
九
年
四
月
副
会
長

就
任
、
賞
罰
委
員
会
委
員
（
平
成
十
七
）

師
匠
審
議
会
委
員
（
平
成
十
九
）。

　

平
成
十
九
年
度
江
差
追
分
会
総
会
は
、
四
月
二
十
二
日
江
差
町
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
え
さ
し
で

開
催
さ
れ
、
全
国
の
支
部
代
表
が
出
席
、
本
年
度
の
予
算
及
び
事
業
計
画
が
決
定
さ
れ
た
。

会
員
の
高
齢
化
に
よ
る

　

出
場
枠
の
配
分

熟
年
層
の
増
加
を
調
整

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

追
分
会
副
会
長　

馬
川
政
紀
氏

子
供
達
に
よ
る
追
分
踊
り（
総
会
終
了
後
の
懇
親
会
に
て
）



１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

　

江
差

追
分
会

の
当
面

す
る
課

題
に
む

け
て
、

広
い
視

野
で
対
応
す
る
必
要
性
か
ら
、
七
月
十
四

日
理
事
会
に
お
い
て
、
相
談
役
を
設
置
す

る
こ
と
と
し
、
札
幌
市
在
住
の
多
田
義
和

氏
（
七
四
歳
）
の
推
薦
を
決
定
し
た
。

　

多
田
義
和
氏
は
、
江
差
追
分
の
風
土
に

根
ざ
し
た
優
れ
た
民
族
音
楽
的
価
値
に
心
酔

し
、積
極
的
な
普
及
に
熱
意
を
持
っ
て
い
る
。

　

平
成
十
七
年
に
は
江
差
追
分
運
営
検
討

委
員
会
委
員
と
し
て
改
革
案
の
答
申
に
貴

重
な
意
見
を
提
案
さ
れ
た
。

　

氏
は
西
武
建
設
国
土
計
画
に
在
職
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
施
設
計
画
に
か
か
わ
り
、
更
に
関

西
国
際
空
港
に
も
参
画
、
現
在
東
京
農
業
大

学
顧
問
と
し
て
漕
艇
部
の
指
導
に
あ
た
っ
て

で
す
。
江
差
追
分
も
例
外
で
あ
り
ま
せ
ん
。

事
務
局
の
皆
様
に
は
将
来
を
見
据
え
て
、

ご
苦
労
が
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
三
月
答
申
さ
れ
ま
し
た
江
差
追
分

運
営
検
討
委
員
会
に
お
け
る
討
議
の
結
晶

が
早
晩
改
革
に
向
け
議
論
の
俎
上
に
載
せ

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
私
の
「
座
右
の
銘
」
と
し
て
お

り
ま
す
「
人
生
は
修
行
な
し
に
は
人
生
と

呼
べ
な
い
の
だ
、
人
生
あ
る
と
こ
ろ
修
行

あ
り
な
の
だ
、
い
ま
い
る
と
こ
ろ
が
人
生

の
道
場
な
の
だ
」
と
い
う
道
元
禅
師
の
言

葉
が
あ
り
ま
す
。

　

江
差
追
分
会
で
の
十
二
年
間
は
数
々
の

思
い
出
と
と
も
に
計
り
知
れ
な
い
修
業
の

場
で
あ
り
ま
し
た
。

　
「
江
差
追
分
」
は
楽
曲
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
人
生
、
修
業
の
場
と
な
る
名
曲
で
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
民

謡
界
の
星
と
し
て
、
日
本
の
宝
と
し
て
全

国
民
で
守
り
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

と
念
願
い
た
し
ま
す
。

　

全
国
会
員
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝

と
江
差
追
分
会
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
前
副
会
長
）

い
る
。
長
年
に
わ
た
っ
て
政
界
、
経
済
界
、

メ
デ
ィ
ア
に
か
か
わ
り
、
広
い
知
識
と
人
脈

を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
当
面
来
年
北
海
道
で

開
催
さ
れ
る
「
主
要
国
首
脳
サ
ミ
ッ
ト
」
に

江
差
追
分
披
露
出
演
の
機
会
に
む
け
て
折
衝

の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。
今
後
江
差
追
分
の

課
題
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
氏
の
熱
意
と
行

動
力
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

追
分
会
の
課
題
取
り
組
み
に
相
談
役
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
在
住  

多
田
義
和
氏
推
薦

平
成
十
九
年
度
第
二
回  

江
差
追
分
会
理
事
会
を
終
了

　

平
成

七
年
四

月
、
江

差
追
分

会
・
副

会
長
に

選

任

さ
れ
、
全
国
組
織
で
あ
る
名
高
い
江
差
追

分
の
運
営
に
関
与
す
る
こ
と
に
重
圧
を
感

じ
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
若
山
前
会
長
、

濱
谷
会
長
、
役
員
・
指
導
者
、
事
務
局
の

皆
様
に
支
え
ら
れ
本
年
四
月
微
力
な
が
ら

十
二
年
間
の
務
め
を
も
っ
て
退
任
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

在
任
中
は
全
国
十
地
区
運
営
協
議
会
の

行
事
に
出
席
い
た
し
ま
し
た
が
、
会
員
皆

様
の
江
差
追
分
に
か
け
る
意
欲
に
並
み
並

み
な
ら
ぬ
も
の
を
感
じ
た
こ
と
が
強
く
印

象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
・
皆
様
の

た
め
に
、
ま
た
会
の
目
的
で
あ
る
日
本
の

民
謡
文
化
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
意
気

に
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

社
会
環
境
の
変
化
と
と
も
に
民
謡
は
沈

滞
状
況
に
あ
る
よ
う
で
す
。
残
念
な
こ
と

副
会
長
退
任
に
あ
た
っ
て　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

勇

「
理
事
会
運
営
部
門
で
協
議
」

　

今
年
度
の
第
二
回
江
差
追
分
会
理
事
会
が
七
月
十
四
日
江
差
町
で
開
催
さ
れ
、
三
十
一
名

の
理
事
が
出
席
し
、上
程
さ
れ
た
案
件
【
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
Ｐ

七
参
照
）、
専
門
部
会
へ
の
諮
問
、
相
談
役
の
推
薦
に
つ
い
て
】
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
二
号
で
上
程
さ
れ
た
「
専
門
部

会
へ
の
諮
問
に
つ
い
て
」
で
は
、

①
少
年
大
会
優
勝
者
の
翌
年
の
出
場
の
取
り
扱
い

②
熟
年
出
場
者
の
年
齢
制
限
等
に
つ
い
て

を
専
門
部
で
あ
る
「
運
営
部
門
」（
担
当
理

事
：
坂
野
正
義
・
福
田
継
男
・
阿
部
眞
光
・

大
原
勇
一
郎
・
菊
地
勳
・
柳
田
実
）
に
諮

問
し
、
全
国
大
会
終
了
後
以
降
、
来
年
の

総
会
時
ま
で
に
二
回
程
度
協
議
を
し
、
答

申
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。



　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
の
番
組
に
『
に
ほ

ん
ご
で
あ
そ
ぼ
』
が
あ
る
。
月
曜
か
ら
金

曜
ま
で
毎
朝
八
時
か
ら
十
分
間
、
週
五
回

放
映
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
お
も
し
ろ
い
。

　

二
〇
〇
七
年
七
月
二
日
の
放
送
の
始
ま

り
は
、
い
つ
も
活
躍
し
て
い
る
子
供
た
ち

の
自
己
紹
介
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
扮
装

で
、
番
傘
を
担
ぎ
、
見
得
を
切
っ
て
、
歌

舞
伎
口
調
で
声
を
張
る
。

　
「
し
ら
ざ
あ
、
い
っ
て
、
き
か
せ
や
し
ょ

う
。
…
…
…
た
ァ
、
お
れ
（
わ
た
し
、
ボ
ク
）

の
こ
と
だ
（
で
す
、
だ
わ
よ
）」

　

ま
っ
た
く
笑
っ
て
し
ま
う
。

　

つ
づ
い
て
、
ど
こ
か
の
惣
菜
屋
さ
ん
の

家
族
ら
し
い
若
い
お
母
さ
ん
と
幼
な
い
娘

さ
ん
が
、
掛
け
合
い
で
長
セ
リ
フ
を
、
や

や
間
を
置
き
な
が
ら
も
、
間
違
え
ず
に
言

い
切
る
。
よ
く
ま
あ
覚
え
た
も
の
だ
。

　
「
知
ら
ざ
言
っ
て
聞
か
せ
や
し
ょ
う
。
浜

の
真
砂
と
五
右
衛
門
が
、
歌
に
残
せ
し
盗

人
の
、
種
は
尽
き
ね
え
七
里
ヶ
浜
、
そ
の

白
浪
の
夜
働
ら
き
、
以
前
を
い
や
あ
江
ノ

島
で
、
年
季
勤
め
の
（
稚
）
児
ヶ
淵
。
百

味
講
で
ち
ら
す
蒔
銭
を
、
当
に
小
皿
の
一

文
字
、
百
が
二
百
と
賽
銭
の
、
く
す
ね
銭

さ
え
だ
ん
だ
ん
に
、
悪
事
は
の
ぼ
る
上
ノ

宮
、
岩
本
院
で
講
中
の
枕
探
し
も
度
重
な

り
、
お
手
長
講
の
札
付
き
に
、
と
う
と
う

島
を
追
い
出
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
若
衆
の
美

人
局
、
こ
こ
や
彼
処
の
寺
島
で
、
小
耳
に

聞
い
た
音
羽
屋
の
、
似
ぬ
声
色
で
小
ゆ
す

り
か
た
り
、
名
さ
え
由
縁
の
弁
天
小
僧
菊

之
助
た
ァ
、
お
れ
が
こ
と
だ
」

　

ご
存
じ
、『
白
浪
五
人
男
』
の
「
呉
服
店
・

浜
松
屋
」
の
場
面
で
の
弁
天
小
僧
の
啖
呵

で
あ
る
。
外
題
は
『
弁
天
娘
女
男
白
浪
』（
べ

ん
て
ん
む
す
め
・
め
お
の
し
ら
な
み
）
と

も
言
う
。
も
と
は
河
竹
黙
阿
彌
作
、
文
久

二
年
（
一
八
六
二
年
）、
江
戸
は
市
村
座
初

演
の
『
青
砥
稿
花
紅
彩
画
』（
あ
お
と
ぞ
う

し
・
は
な
の
に
し
き
え
）
三
幕
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
歯
切
れ
の
よ
い
、
七
五
調
の
名
セ

リ
フ
は
、
そ
の
言
葉
の
い
ち
い
ち
の
意
味

と
な
る
と
、
恐
ろ
し
く
難
し
い
。

　

こ
の
セ
リ
フ
を
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま

絵
本
に
仕
立
て
た
『
声
に
だ
す
こ
と
ば
え

ほ
ん　

知
ら
ざ
あ
言
っ
て
聞
か
せ
や
し
ょ

う
』（
二
〇
〇
四
年
、
ほ
る
ぷ
出
版
）
が
出

来
て
い
る
。

　

編
集
・
解
説
は
斎
藤
孝
・
明
治
大
学
教
授
、

文
化
庁
文
化
審
議
会
国
語
分
科
会
委
員
。

す
っ
か
り
人
気
者
に
な
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
『
に

　
　

 

白
銀
も
黄
金
も
珠
も
…
…
…
…
…
… 

岩
淵
啓
介

ほ
ん
ご
で
あ
そ
ぼ
』
の
監
修
者
で
も
あ
る
。

　

こ
の
番
組
で
は
、
取
り
上
げ
て
い
る
名

文
に
一
切
解
説
を
施
さ
な
い
。
ひ
た
す
ら

視
覚
と
聴
覚
と
に
訴
え
る
だ
け
で
あ
る
。

　

杜
甫
の「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
」な
ど
も
、

ド
ラ
マ
ふ
う
に
情
景
は
描
か
れ
る
も
の
の
、

詩
文
や
言
葉
の
解
説
は
な
い
。

　

幼
い
子
供
に
繰
り
返
し
繰
り
返
し
聞
か

せ
、
テ
レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
特
性
を
活
か
し
、

ド
ラ
マ
（
行
動
）
化
し
て
、
お
も
し
ろ
可

笑
し
く
見
せ
る
。
い
つ
の
ま
に
か
、
子
供

た
ち
の
記
憶
に
「
よ
い
日
本
語
」
が
染
み

つ
い
て
し
ま
う
。

　

私
た
ち
が
中
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
、
中
山

周
三
先
生
（
の
ち
藤
女
子
大
学
教
授
、
北

海
道
新
聞
文
化
賞
受
賞
）
が
国
語
を
教
え

て
お
ら
れ
た
。

　

先
生
は
自
ら
も
歌
人
で
あ
ら
れ
た
が
、
本

も
何
も
な
い
こ
ろ
、
謄
写
版
刷
り
の
プ
リ

ン
ト
を
作
り
、
生
徒
に
配
り
、
授
業
に
使

わ
れ
た
。
十
二
、三
歳
の
少
年
の
頭
に
、『
万

葉
集
』
以
来
、
現
代
短
歌
に
至
る
ま
で
の

名
歌
が
染
み
つ
い
た
。

　

死
に
近
き　

母
に
添
い
寝
の　

し
ん
し

　

ん
と　

遠
田
の
か
は
ず　

天
に
聞
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　

茂
吉

　

牡
丹
花
は　

咲
き
定
ま
り
て　

静
か
な

　

り　

花
の
占
め
た
る
位
置
の
た
し
か
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
下　

利
玄

　

な
ど
な
ど
幾
つ
も
の
歌
を
六
十
年
後
も

覚
え
て
い
る
の
は
、
中
山
先
生
の
御
陰
げ

で
あ
ろ
う
。

　
『
に
ほ
ん
ご
』
で
は
、
宮
沢
賢
治
の
言
葉

が
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
出
て
く
る
。

　

ど
っ
ど
ど　

ど
ど
う
ど　

ど
ど
う
ど

　

ど
ど
う
、
青
い
く
る
み
も
吹
き
と
ば
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
風
の
又
三
郎
』）

　

こ
の
作
品
は
中
山
先
生
が
教
室
で
声
に

出
し
て
音
読
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

海
だ
べ
が　

お
ら　

お
も
た
れ
ば

　

や
っ
ぱ
り
光
る
山
だ
た
ぢ
や
い

　

ホ
ウ

　

髪
毛　

風
吹
け
ば

　

鹿
（
し
し
）
踊
り
だ
ぢ
や
い

　

詩
集
『
春
と
修
羅
』
を
も
声
に
出
し
て

読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。

　

弟
子
た
ち
を
教
え
る
の
が
上
手
な
、
あ

る
江
差
追
分
の
師
匠
が
話
し
て
い
た
。

　
「
江
差
追
分
は
独
り
で
覚
え
よ
う
と
す
れ

ば
難
し
い
。
よ
い
指
導
者
に
就
け
ば
容
易

に
歌
え
る
よ
う
に
な
る
」

　

こ
ん
な
先
生
に
習
っ
て
、
子
供
た
ち
が

「
江
差
追
分
」
を
歌
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
。

子
供
に
は
一
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
、
こ
と

ば
と
音
楽
、
す
な
わ
ち
「
日
本
の
歌
」
が

身
に
つ
く
。「
宝
の
子
ら
」に
、さ
ら
に「
宝
」

が
備
わ
る
、
と
い
え
る
。

（
学
芸
部
門
理
事
）
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明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
に
発
行
さ

れ
た
「
札
幌
案
内
」
は
、
市
勢
要
覧
と
観

光
ガ
イ
ド
が
一
緒
に
な
っ
た
よ
う
な
内
容

で
、
そ
の
な
か
に
追
分
節
の
遊
芸
家
と
し

て
〈
田
澤
は
つ
〉
と
い
う
女
性
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
同
書
に
よ
る
と
明
治
二
三

年
、
南
四
条
西
三
丁
目
の
薄
野
遊
郭
に
見

番
が
で
き
、
そ
の
当
時
の
芸
妓
は
八
九
名

で
、
新
富
見
番
・
本
玉
の
部
に
も
波
津

（
ハ
ツ
）
と
い
う
源
氏
名
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
遊
芸
家
一
覧
に
は
義
太
夫
・
常

盤
津
・
長
唄
・
新
内
・
清
元
と
同
列
に
追

分
節
が
並
ん
で
お
り
、
お
そ
ら
く
は
こ
の

波
津
な
る
人
物
は
追
分
の
第
一
人
者
と
し

て
誉
れ
を
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

　

昔
の
芸
妓
の
こ
と
と
な
る
と
、
大
正

一
四
年
発
行
で
渡
部
一
英
著
の
「
北
海
道

乃
花
街
」
が
詳
し
い
の
だ
が
、
時
代
が
違

う
の
か
彼
女
の
こ
と
は
載
っ
て
い
な
い
。

で
、
唯
一
手
が
か
り
と
な
っ
た
の
が
北
海

道
新
聞
の
前
身
・
北
海
タ
イ
ム
ス
の
二
紙

で
あ
る
。
改
め
て
、
日
付
・
タ
イ
ト
ル
な

ど
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

・
明
治
四
五
年
一
月
一
日
（
月
）
日
付

　

第
七
、
五
二
九
号
・
一
五
面

　

子ね

歳ど
し

に
因
む
札
幌
藝
妓
・
鼠
鳴
き

　

元
見
の
波
津
（
顔
写
真
つ
き
）

・
大
正
元
年
十
一
月
八
日
（
金
）
日
付

　

第
七
、
八
九
七
号
・
四
面

　

列
傅
体
明
治
札
幌
郡
・
花
柳
史
（
14
）

　

元
見
取
締
・
波
津

　

こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
る
と
、
波
津
は
元

治
元
年
（
一
八
六
四
）
四
月
九
日
、
田
澤

貞
蔵
・
ス
ク
の
二
女
と
し
て
青
森
県
弘
前

で
生
れ
、
明
治
十
年
一
四
歳
の
と
き
小
樽

に
渡
り
半
玉
で
で
る
が
、
間
も
な
く
忍
路

郡
塩
谷
に
移
住
。
そ
の
後
、
明
治
二
一
年

に
は
札
幌
の
高
級
料
亭
・
昇
月
桜
の
田
中

伊い

曾そ

を
頼
り
、
す
ぐ
家
芸
者
と
な
っ
て
追

分
節
の
名
手
と
し
て
お
座
敷
が
か
か
る
。

懐
古
・
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を
聞
き
な
が
ら
（
七
） 

江
差
追
分
を
愛
し
た
田
澤
は
つ
師 

… 

高
田　

裕

追
分
に
ひ
か
れ
、
彼
女
に
惚
れ
た
男
性
た

ち
。
波
乱
万
丈
の
艶
聞
も
あ
っ
た
よ
う

だ
。
後
年
、
彼
女
は
若
い
芸
妓
た
ち
か
ら

も
慕
わ
れ
衆
望
一
致
で
見
番
の
取
締
り
と

な
っ
て
活
躍
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か

け
て
好
評
だ
っ
た
札
幌
芸
妓
の
追
分
節
。

　

レ
コ
ー
ド
に
吹
き
込
ん
だ
追
分
二
首

は
、
彼
女
の
境
涯
を
時
代
に
即
応
し
て
詠

嘆
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
歌
詞
を
紹
介

す
る
。

　

『
追
分
節
』
唄
・
札
幌
元
見
番
・
波
津

　

〽
櫓
も
櫂
も
波
に
と
ら
れ
て

　
　

身
は
捨
て
小
船

　
　

ど
こ
に
と
り
つ
く
島
も
な
い

　

〽
声
は
高
島
静
か
に
忍
路

　
　

忍
ぶ
小
樽
の
仲
じ
ゃ
も
の

　
　
　
　

ヒ
コ
ー
キ
レ
コ
ー
ド
２
０
０
４

　

お
座
敷
で
披
露
し
て
い
た
追
分
の
わ
り

に
は
華
美
な
と
こ
ろ
が
な
く
、
む
し
ろ
落

着
い
た
奥
行
き
の
深
さ
を
感
じ
る
。
何
気

な
い
よ
う
で
い
な
が
ら
、
ピ
シ
ッ
と
神
経

の
通
っ
た
お
よ
そ
百
年
前
の
追
分
。
も
し

か
し
て
、
こ
れ
が
追
分
の
粋
や
味
に
つ
な

が
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

彼
女
の
追
分
の
実
力
は
、
尺
八
名
人
・

菊
池
淡
水
の
師
匠
で
あ
っ
た
後
藤
桃
水
が

昭
和
二
九
年
、
追
分
界
の
将
来
を
憂
え
る

あ
ま
り
発
表
し
た
論
考
・
「
民
謡
の
た
め

田澤はつ（波津）
（写真提供・井上肇氏）

に
」
で
も
充
分
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

“
大
正
の
初
め
民
謡
が
よ
う
や
く
世
に

認
め
ら
れ
同
好
の
人
々
に
よ
っ
て
先
ず
追

分
節
が
唄
わ
れ
、
盛
ん
に
研
究
さ
れ
た
も

の
で
す
。
さ
す
が
に
追
分
は
民
謡
の
王
と

も
い
わ
れ
、
そ
の
旋
律
は
よ
く
国
民
性
に

適
合
し
、
追
分
を
知
ら
な
い
で
は
民
謡
を

知
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
ほ
ど
尊
重
さ

れ
た
も
の
で
す
。
北
海
道
は
追
分
の
本
場

と
い
わ
れ
、
過
去
に
於
て
平
野
源
三
郎
、

越
中
谷
四
三
郎
、
村
田
彌
六
、
阿
部
鷗

江
、
三
浦
為
七
郎
、
酒
井
文
作
、
金
森
傅

七
郎
、
田
澤
は
つ
、
諸
氏
の
よ
う
な
先
覚

者
達
が
そ
の
独
創
的
な
見
地
か
ら
、
苦
心

し
て
追
分
を
上
乗
な
民
謡
に
向
上
さ
せ
た

も
の
な
の
で
す
。
（
一
部
抜
粋
）
”

　

引
用
が
少
し
長
く
な
っ
た
が
、
後
藤
桃

水
に
言
わ
し
め
た
追
分
女
性
名
手
は
田
澤

は
つ
一
人
で
、
ま
さ
し
く
先
達
者
で
あ

り
、
そ
の
唄
声
に
触
発
さ
れ
た
人
も
多

か
っ
た
。

　

七
・
七
・
七
・
五
の
二
六
文
字
で
語
る

彼
女
の
追
分
は
人
生
の
深
さ
が
内
に
ひ
そ

み
、
独
自
の
言こ

と

霊だ
ま

と
な
っ
て
聞
く
者
を
陶

酔
さ
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
、
昭
和

十
一
年
二
月
十
一
日
、
札
幌
の
ご
自
宅
に

て
逝
去
す
る
。
享
年
七
三
歳
だ
っ
た
。

（
学
芸
部
門
理
事
）１ ２ ３ ４
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近
頃
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
大
相
撲
の

新
弟
子
検
査
に
一
人
も
応
募
者
が
集
ま
ら

な
か
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。

　
「
砂
付
け
て
男
を
磨
く
相
撲
取
り
」
と
い

う
、
往
年
の
名
力
士
名
寄
岩
の
サ
イ
ン
を
新

聞
紙
上
で
見
て
、
感
激
し
た
覚
え
の
あ
る
私

に
と
っ
て
、
近
頃
の
若
者
は
、
し
り
を
出

し
て
相
撲
を
と
る
大
相
撲
と
い
う
仕
事
は
、

格
好
が
悪
い
と
思
っ
て
い
る
、
と
い
う
新

聞
の
解
説
は
さ
ら
に
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

　

音
楽
の
世
界
の
国
技
は
民
謡
と
信
じ
て

疑
わ
な
い
私
な
ど
は
、
ま
わ
し
を
付
け
て
闘

う
相
撲
の
格
好
が
悪
い
な
ら
、
日
頃
か
ら
お

国
な
ま
り
を
大
切
に
す
る
よ
う
な
感
性
を

も
つ
民
謡
の
唄
い
手
な
ど
は
、
さ
ら
に
ダ
サ

イ
格
好
が
悪
い
存
在
と
し
て
若
者
達
に
認

識
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
い
ま
さ

ら
に
惰
弱
に
な
っ
た
日
本
人
の
生
活
意
識

の
変
化
に
暗
然
と
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
一
方
、
旧
来
の
伝
統
社
会
に
も

反
省
す
べ
き
点
が
多
々
あ
る
よ
う
に
思
う
。

そ
の
一
つ
は
、
何
の
道
で
あ
れ
、
と
に
か

く
一
人
前
に
な
る
ま
で
は
「
ど
ん
な
無
理

で
も
黙
っ
て
辛
抱
し
ろ
」
式
の
精
神
主
義

が
強
調
さ
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
大
相
撲
の
世
界
で
は

前
記
の
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
ら
れ
た
後
、
十
七

歳
の
序
の
口
の
青
年
が
、
稽
古
中
に
急
死
す

る
と
い
う
不
幸
な
事
故
も
発
生
し
て
い
る
。

　

む
ろ
ん
民
謡
の
世
界
で
は
、
稽
古
で
死
ぬ

な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ

う
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
各
種
の
専
門
職

や
高
度
な
職
人
技
を
要
す
る
よ
う
な
分
野
、

と
く
に
伝
統
芸
能
、
伝
統
技
術
な
ど
の
世

界
で
は
、
と
も
す
れ
ば
過
度
の
精
神
主
義

が
横
行
し
、
弊
害
を
生
じ
て
い
る
場
合
が

少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

　

追
分
の
指
導
が
そ
の
よ
う
な
現
状
に
あ

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
般
に
は

発
声
も
節
回
し
も
超
高
難
度
の
唄
に
、
苦

行
僧
的
な
態
度
で
挑
戦
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
特
殊
な
世
界
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い

る
一
面
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
と
す

れ
ば
、
何
の
世
界
で
も
後
継
者
難
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
今
、
そ
の
よ
う
な
理
由
か

ら
本
来
楽
し
い
は
ず
の
民
謡
の
世
界
が
食

わ
ず
嫌
い
の
対
象
に
な
っ
て
敬
遠
さ
れ
る

の
は
、
甚
だ
残
念
な
事
態
と
言
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

今
の
世
の
中
に
は
民
謡
が
必
要
だ
、
出

番
だ
、
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
場
面
は
、
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
こ
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

る
身
の
回
り
の
庶
民
で
、
こ
の
際
ぜ
ひ
追

分
の
仲
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
人
々
に
、
人

生
の
旅
の
友
で
あ
り
、
慰
め
で
あ
り
、
活

力
源
で
も
あ
る
こ
の
唄
の
功
徳
を
、
大
い

に
Ｐ
Ｒ
し
た
上
、
入
門
を
勧
め
て
も
ら
い

近
時
雑
感
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

館　

和
夫

た
い
。
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
追
分
会
に
結

集
す
る
愛
好
者
は
、
こ
の
際
こ
ぞ
っ
て
一

声
か
け
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
心
が
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
声
を
掛
け
ら
れ
、
自
発
的

に
追
分
を
習
い
は
じ
め
た
人
で
も
、
誰
し

も
が
舞
台
に
立
っ
て
、
人
々
を
う
な
ら
せ

る
よ
う
な
名
人
上
手
に
な
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
追
分
を
愛
す

る
よ
う
に
な
っ
た
人
間
は
、
自
分
な
り
の

追
分
を
唄
え
る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
ま
た

人
さ
ま
の
唄
に
こ
め
ら
れ
た
微
妙
な
情
味

を
聴
き
分
け
得
る
よ
う
に
な
れ
ば
そ
れ
で

本
懐
と
思
う
は
ず
で
あ
る
。

　

と
に
か
く
新
た
な
追
分
フ
ァ
ン
を
獲
得

す
る
に
は
、
追
分
は
難
し
い
唄
だ
と
い
う
、

先
入
観
を
拭
い
去
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
と

と
も
に
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
過
度
に
精
神

主
義
、
競
争
主
義
的
な
雰
囲
気
を
稽
古
場
の

中
か
ら
で
き
る
だ
け
排
除
す
る
よ
う
、
指
導

者
側
の
理
念
を
統
一
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
原
点
に
立
ち
返
っ
て
考
え
て
み

る
と
、
こ
の
唄
の
魅
力
の
源
泉
に
つ
い
て

私
は
、
基
本
と
な
る
曲
の
旋
律
や
構
成
の

最
小
限
度
の
同
一
性
が
守
ら
れ
て
い
る
と

い
う
前
提
の
も
と
に
唄
の
背
景
を
な
す
土

地
の
歴
史
と
風
土
、
お
よ
び
演
唱
者
の
豊

か
な
個
性
が
多
彩
な
表
現
の
も
と
に
発
揮

さ
れ
て
い
る
状
態
に
あ
る
、
と
み
て
い
る
。

と
に
か
く
追
分
は
、
そ
の
本
質
か
ら
す
れ

ば
、
誰
か
が
何
か
を
代
表
し
、
ま
な
じ
り

を
決
し
て
唄
う
と
い
う
よ
う
な
性
質
の
唄

で
は
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
忌
憚
な
く
言
え
ば
、
現
在
、
中

心
に
な
っ
て
い
る
標
準
的
な
節
回
し
の
追

分
の
価
値
は
そ
れ
な
り
に
十
分
に
尊
重
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ほ
か
に
も
、
新

地
節
や
浜
小
屋
節
な
ど
の
歴
史
的
な
意
義

を
持
つ
古
調
追
分
の
存
在
意
義
も
ま
た
十

分
に
理
解
さ
れ
、
伝
承
の
た
め
の
努
力
が
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
曲
調
の
基

本
を
破
ら
な
い
範
囲
で
節
回
し
や
息
継
ぎ
、

あ
る
い
は
新
文
句
な
ど
に
自
由
な
工
夫
を

凝
ら
し
た
唄
の
発
表
の
場
が
、
も
っ
と
あ
っ

て
も
よ
い
と
思
う
が
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
点
、
現
在
、
本
大
会
の
後
に
「
残

念
組
」
の
出
演
者
が
好
ん
で
参
加
し
て
い
る

笑
い
嘆
き
節
大
会
な
ど
は
、
ま
こ
と
に
面
白

い
企
画
で
、
私
は
そ
こ
に
こ
そ
本
流
の
追
分

大
会
で
は
あ
ま
り
聴
く
こ
と
の
で
き
な
く

な
っ
た
庶
民
の
生
活
実
感
の
こ
も
っ
た
荒

削
り
の
追
分
が
聞
け
る
よ
う
な
気
が
し
て
、

そ
の
将
来
性
に
大
い
に
注
目
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
新
た
な
可

能
性
を
は
ら
ん
だ
発
表
会
に
こ
そ
「
ユ
ニ
ー

ク
賞
」
と
か
、「
前
途
有
望
賞
」
と
か
、「
研

究
努
力
賞
」
と
い
う
よ
う
な
参
加
者
の
励

み
に
な
る
よ
う
な
賞
を
設
け
て
、
追
分
世

界
の
幅
を
広
げ
る
上
で
大
切
な
そ
れ
ら
個

性
派
の
唄
い
手
の
育
成
・
顕
彰
を
図
る
こ

と
も
ま
た
大
切
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
学
芸
部
門
理
事
） １ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８



　

こ
の
た
び
三
回
目
の
ご
縁
で
江
差
追
分
会

の
事
務
局
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
と
江
差
追
分
と
の
出
会
い
は
、
昭
和

五
十
六
年
に
江
差
追
分
会
館
が
建
設
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
江
差
追
分
会
館
建
設
整

備
促
進
期
成
会
の
事
務
局
を
担
当
し
た
の

が
そ
も
そ
も
の
は
じ
ま
り
で
、
二
回
目
の

勤
務
が
平
成
九
年
か
ら
一
年
半
担
当
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
通
算
八

年
半
担
当
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
間
に
は
、
全
国
の
追
分
関
係
者
の

方
々
と
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
し
、
そ
れ
は
今
も
私
に
と
っ
て
貴
重

な
財
産
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
と
立
場
も
違
っ
て

第
四
十
五
回
大
会
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
追
分
節
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
石　

優

　
　
　
　
　

三
味
線　

近
藤
早
梨

　
　
　
　
　

添
い
掛
け　

中
島
弥
生

二
、
九
月
二
十
三
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
五
時
五
十
分
〜

　
　
　
　
　

午
後
六
時
四
十
五
分
（
予
定
）

□
前
年
度
優
勝
者
の
唄

　

①
第
十
回
少
年
全
国
大
会
優
勝
者

　
　
　

瀧　

澤　

朱　

夏
（
本
唄
）

　

②
第
十
回
熟
年
全
国
大
会
優
勝
者

　
　
　

中　

村　

ツ　

マ
（
本
唄
）

　

③
第
四
十
四
回
江
差
追
分
全
国
大
会
優
勝
者

　
　
　

寺　

島　

絵　

美
（
一
本
）

事
務
局
に
ま
い
り
ま
し
た
が
、
現
状
は
今
日

の
少
子
高
齢
化
社
会
を
反
映
し
て
、
会
員

の
高
齢
化
、
後
継
者
の
早
期
育
成
、
ま
た

国
や
自
治
体
再
編
の
影
響
に
よ
る
財
政
の

問
題
が
あ
っ
て
、
従
来
の
よ
う
な
追
分
会

の
運
営
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
現
状
を
追
分
の
唄
に
例
え
る
な
ら

ば
、「
五
節
」
が
昇
り
切
れ
な
い
状
況
に
あ

り
、
こ
の
「
五
節
」
を
情
感
あ
ふ
れ
る
よ

う
に
唄
い
き
り
、「
六
節
、
七
節
」
と
つ
な

げ
る
た
め
に
は
、
各
会
員
の
皆
様
方
の
知

恵
を
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
整

理
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

三
度
目
の
事
務
局
で
…
…
…
…
…
…
…
…  

事
務
局
長　

小
田
島　

訓
１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

　

後
継
者
の
育
成
は
、
本
場
の
追
分
節
を

伝
承
普
及
す
る
課
題
と
い
わ
れ
て
久
し
い
。

　

江
差
高
校
選
択
単
位
制
授
業
、
町
内
小

中
学
校
の
総
合
学
習
、
旭
川
で
の
邦
楽
、

学
習
な
ど
学
校
現
場
の
取
り
組
み
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
後
継
者
の
育
成
は
緊
急
な
課
題

と
し
て
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
場
の
追
分
節
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

足
が
か
り
と
し
て
、
学
校
現
場
へ
の
Ｐ
Ｒ
、

成
果
発
表
の
場
と
し
て
「
学
生
」
を
ス
ポ
ッ

ト
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
構
成
す
る
。

一
、
九
月
二
十
二
日
（
土
）

　
　

午
後
八
時
〜
午
後
九
時
（
予
定
）

□
江
差
地
区
少
年
に
よ
る
江
差
追
分
合
唱

□
江
差
地
区
年
少
者
に
よ
る
江
差
追
分

　
（
三
名
）
四
歳
・
三
歳
・
三
歳

□
江
差
高
校
生
徒（
四
名

単
位
選
択
生
徒
）

　

に
よ
る
追
分
発
表

□
子
供
た
ち
だ
け
に
よ
る
江
差
追
分

　

①
唄　
　

瀧
澤
朱
夏

　
　
　
　
　
（
昨
年
度
少
年
大
会
日
本
一
）

　

②
踊
り　

Ｈ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｕ
会
（
八
名
）

　

③
伴
奏　

尺　
　

八　

山
本　

昇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

歩

H19.6.12　道新夕刊

□
東
北
の
こ
ど
も

　

た
ち
の
民
謡

　

①
秋
田
王
藤
会

　
（
唄
）秋
田
追
分
・

　
　
　

本
荘
追
分

　
（
踊
り
）

　
　

秋
田
お
ば
こ

　

②
青
森
県
南
部
町

　
　

早さ
わ
ら
び
か
い

蕨
会

　
（
唄
）
南
部
追
分

　
（
踊
り
）

　
　

南
部
荷
方
節

（
手
踊
り
）



１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８

大
黒
摩
季 

十
五
周
年
記
念

初
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

□
ヤ
ン
サ
ノ
エ
の
編
集
を
学
芸
部
門
が
担
当
し
て

か
ら
四
年
目
に
な
り
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
に

親
し
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
役
立
つ
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ご
意
見
を

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

□
「
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
追
分
節
」
第
四
十
五
回

大
会
記
念
の
テ
ー
マ
は
、
現
在
追
分
会
が
直
面
し

て
い
る
課
題
で
す
が
、
こ
の
課
題
に
向
け
て
具
体

的
な
取
り
組
み
が
迫
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

□
会
員
の
高
齢
化
、
若
い
世
代
の
伸
び
悩
み
、
後

継
者
の
育
成
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
処
す
る
情
報
や
問
題
点
を
事
務

局
と
連
携
し
な
が
ら
提
供
す
る
よ
う
心
が
け
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
【
編
集
】　

岩
淵
啓
介
・
松
村　

隆

　
　
　
　
　
　
　

館　

和
夫
・
高
田　

裕

　
　
　
【
企
画
】　

江
差
追
分
会
事
務
局

●
今
年
度
の
総
会
で
決
定
し
た
新
し
い
役

員
の
皆
さ
ん
で
す
。
期
間
は
、
平
成
二
十
一

年
の
総
会
時
ま
で
で
す
。
二
年
間
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局
よ
り

あ
と
が
き

［ 江 差 追 分 会 役 員 名 簿 ］
（任期：平成19年４月24日から平成21年総会時まで）

顧 問 三　隅　治　雄 本　田　義　一
名 誉 会 長
相 談 役 多　田　義　和（H19.7.14〜）

会 長 江差町長　濱　谷　一　治
副 会 長 青　坂　　　満 馬　川　政　紀
常 務 理 事 江差追分会事務局長

理 事

地区部門理事 運営部門理事 芸能部門理事 学芸部門理事
浅　沼　春　義 坂　野　正　義 近　江　八　声 館　　　和　夫
佐々木　基　晴 福　田　継　男 房　田　勝　芳 松　村　　　隆
熊　野　正　宏 阿　部　眞　光 小笠原　次　郎 岩　渕　啓　介
小　野　常　光 大　原　勇一郎 浅　沼　和　子 高　田　　　裕
吉　田　　　保 菊　地　　　勲 渋　田　義　幸
田　村　重　光 柳　田　　　実 高清水　　　勲
伊　藤　良　三 杉　山　由　夫
渡　辺　傳次郎 石　田　盛　一
佐々木　東　雲 奥　野　和　芳
杉　山　貞　悦 吉　田　翠　山

山　本　ナツ子
長谷川　富　夫

監 査 役 亀　田　　　栄 干　場　芳　巳 坪　田　昭　信

○
青
坂
満
が
江
差
の
唄
と
芸
能
を
語
る
改
訂
版

　

追
加
録
音
、
網
起
し
切
声
、
古
調
浜
小
屋
節

　

江
差
口
説
を
追
加　

全
十
曲

　

祭
り
ば
や
し　

全
五
十
六
分

○
定
価
二
〇
〇
〇
円　

九
月
発
売
予
定

　

制
作　

Ｈ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス

　

申
込　

江
差
追
分
会

　
　
　
　

〇
一
三
九
ー
五
二
ー
五
五
五
五

　

木
村
香
澄
が
ソ
ー
ラ
ン
節
に
ア
レ
ン
ジ
、

民
謡
の
ジ
ャ
ン
ル
に
新
風
を
送
る
第
一
作
。

　

江
差
追
分
を
ア
カ
ペ
ラ
で
唄
う
。
希
望

申
込
を
受
け
ま
す
。　
　
　
　
　（

江
差
追
分
会
）

定価￥1,260

Ｃ
Ｄ
新
発
売

江
差
追
分
唄
語
り（
改
訂
版
）

（
語
り
）
江
差
追
分
上
席
師
匠　

青
坂　

満

　

参
加
資
格
は
四
級
秀
以
上
の
有
資
格
者

が
対
象
で
す
。
日
程
は
次
の
と
お
り
。

○
十
月
十
三
日（
土
）（
一
日
目
）十
三
時
〜
十
七
時

○
十
月
十
四
日（
日
）（
二
日
目
）九
時
〜
正
午

場
所
は
い
ず
れ
も
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
え
さ
し
。

平
成
十
九
年
度 

第
二
回
師
匠
会
研
修
会


